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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

由
良
川
改
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関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
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十
一
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一
月
四
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議 
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長 

前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

寺 

前 
 

巖 

 

一 

 



 

由
良
川
は
、
祖
先
の
代
か
ら
豊
か
な
農
業
用
水
、
飲
料
水
を
供
給
し
、
緩
や
か
な
流
水
は
、
土
地
を
潤
し
、
ま 

 
 

た
運
河
と
し
て
人
々
の
生
活
を
潤
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鉄
道
や
道
路
の
建
設
、
山
林
の
乱
伐
は
、
由
良
川
を
し 

 
 

て
洪
水
を
も
た
ら
し
、
大
正
十
二
年
に
は
天
田
、
何
鹿
、
加
佐
三
郡
二
町
村
長
は
、
「
由
良
川
改
修
期
成
同
盟
」
を 

 
 

結
成
し
国
会
請
願
を
行
つ
た
。 

そ
の
後
も
幾
度
か
の
請
願
、
陳
情
を
繰
り
返
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
戦
争
を
理
由
に
、
こ
の
要
求
に
答 

 

え
な
か
つ
た
。 

京
都
府
北
桑
田
郡
美
山
町
三
国
岳
を
水
源
地
と
す
る
由
良
川
は
、
流
域
面
積
一
八
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を 

有
し
、
幹
線
流
路
一
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
京
都
府
北
部
最
大
の
一
級
河
川
で
あ
る
。
こ
の
由
良
川
流
域
に
は
約 

 

二
五
万
人
の
住
民
が
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
人
々
に
と
つ
て
由
良
川
は
「
母
な
る
川
」
で
あ
る
。 

 
由
良
川
改
修
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

し
か
し
下
流
地
域
（
福
知
山
、
大
江
町
、
舞
鶴
市
）
で
は
、
集
落
や
農
地
が
、
洪
水
の
度
に
河
道
と
な
り
、
遊
水

地
と
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
近
畿
地
方
建
設
局
は
、「
由
良
川
総
合
計
画
」
を
作
り
、
昭
和
四
十
一

年
か
ら
は
、
国
が
直
接
由
良
川
を
管
理
す
る
こ
と
に
し
、
三
ヵ
年
計
画
で
一
三
億
四
千
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
る 

 

こ
と
と
な
つ
た
。
続
い
て
治
水
五
ヵ
年
計
画
、
新
治
水
五
ヵ
年
計
画
を
作
り
、
一
定
の
治
水
対
策
を
講
じ
て
き
て 

 

い
る
が
、
わ
ず
か
の
予
算
で
は
、
基
礎
的
な
改
修
工
事
さ
え
も
十
分
に
行
え
て
お
ら
ず
、
前
述
の
下
流
地
域
に
お 

 

け
る
掘
削
築
堤
、
河
道
修
正
、
河
口
し
ゆ
ん
せ
つ
、
内
水
処
理
な
ど
が
は
か
ど
つ
て
お
ら
ず
、
約
九
千
平
方
キ
ロ 

こ
れ
ら
築
堤
や
ダ
ム
建
設
は
、
上
流
、
中
流
地
域
で
は
洪
水
を
軽
減
し
、
こ
れ
ま
で
の
洪
水
地
へ
工
場
や
住
宅 

 

を
進
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
つ
た
。 

戦
後
昭
和
二
十
二
年
、
建
設
省
は
、
由
良
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
そ
の
工
事
を
直
轄
と
し
、
築
堤
中
心
の
治
水 

 

対
策
を
講
じ
始
め
た
。
そ
の
後
、
上
流
に
お
け
る
ダ
ム
建
設
が
計
画
さ
れ
、
京
都
は
昭
和
二
十
八
年
工
事
に
着
手 

 

し
、
三
十
五
年
完
成
し
た
。 

四 

 



 

そ
こ
で
私
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
と
現
状
を
踏
ま
え
て
、
由
良
川
改
修
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
に
つ
い 

 

て
質
問
す
る
の
で
明
確
な
る
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。 

私
は
、
一
昨
年
来
数
度
に
わ
た
り
、
建
設
省
の
担
当
官
と
と
も
に
、
つ
ぶ
さ
に
現
地
を
踏
査
し
て
き
た
し
、
沿
線

住
民
か
ら
も
何
度
も
陳
情
を
受
け
た
。
最
近
で
は
、
本
年
六
月
、
近
畿
地
方
建
設
局
の
担
当
官
と
、
本
院
建
設
委 

 
 

員
会
委
員
の
浦
井
洋
議
員
と
と
も
に
現
地
に
赴
き
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
大
江
町
の
理
事
者
や
沿
線
住
民
代
表 

 

ら
と
視
察
、
陳
情
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
去
る
九
月
二
日
に
は
福
知
山
市
に
お
い
て
〝
由
良
川
シ 

 

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
〟
（
京
都
自
治
問
題
研
究
所
主
催
、
京
都
府
及
び
沿
線
四
市
入
町
協
賛
）
が
行
わ
れ
、
水
害
を
な
く

し
、
〝
住
民
の
く
ら
し
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
母
な
る
由
良
川
を
〟
と
の
決
意
を
固
め
あ
つ
て
い
る
。 

メ
ー
ト
ル
の
は
ん
濫
面
積
を
持
つ
て
い
る
。 

一 

由
良
川
の
治
水
、
利
水
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
関
係
自
治
体
さ
ら
に
研
究
機
関
、
住
民
が
、
え
い
知
を
集
め 

 
 

て
総
合
的
、
抜
本
的
な
計
画
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
建
設
省
が
率
先
し
て
そ
の
任 

五 

 



 

 

六 

務
を
果
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

二 

当
面
の
問
題
と
し
て
下
流
の
治
水
の
た
め
に
、
基
礎
的
な
対
策
を
進
め
、
次
の
五
ヵ
年
計
画
で
は
少
く
と
も 

 

現
行
の
倍
増
で
あ
る
年
二
〇
億
円
以
上
に
し
、
改
修
の
促
進
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

 


